
虹とそのなかま
２月１日 (木 )～４月１日 (日 )

寄贈品コーナー

　昨年 12 月 3 日、 雲間から射し込んだ朝日が鮮やかな

虹を作り出し、 市内の各所で目撃されました。 当博物

館にも、 インターネットを通じて写真の投稿をいただきま

した。

　いったい、 虹はどうして現れるのでしょう。 あのトンネ

ルはなぜくぐることができないのでしょう。

　虹は雨粒と太陽の光が織り成す現象です。 まるい水

滴の 「中で」 反射した光が、 美しい七色の輝きを作る

のです。 反射した光ですから、 虹に向かっていくら歩い

ても、 むこうがわに行くことは決してできません。

　また、 くわしく観察すると、 二重の虹など、 珍しい虹

に出会えることもあります。

　今月の寄贈品コーナーは、 いただいた虹の写真を元

に、 複雑な虹や、 虹と同じような光を見せるその他の

現象を紹介します。 劔持瑞穂さんからホームページの 「みんなの自然アルバム」
に投稿いただいた写真より

プラネタリウム　となりの星へ
　 2 月 10 日（土）～ 4 月 8 日（日）

　  　土日の午前 11 時と午後 2 時の回

 （３月 6 日、４月７日の午後 2 時の回をのぞく）

　今、最も遠くを飛んでいる人工天体はボイ

ジャー 1 号。太陽を離れてもう 150 億ｋｍのか

なたを飛んでいます。ここまで飛び出すのに 30

年。となりの星まで行こうとすると、まだまだ気

の遠くなる時間が必要です。アニメやゲームでは

当たり前でも、実際に行くことは難しい宇宙旅行。

しかしシミュレーションでは宇宙を飛び回れるよ

うになりました。

　このたびプラネタリウムに加わった新たな機能

を使って、おとなりの星ケンタウルス座アルファ星群をはじめに、シリウス、プロキオンなどいくつ

かのお隣の星まで行ってみることにしましょう。

２００７年２月１日(木)～４月１日(日)




